






目的 

RDS はサーファクタント欠乏を主因とする進行性の呼吸不全を呈する疾患であるが,時間

の経過とともにサーファクタントの消費,産生低下,さらに人工換気療法による二次的な肺

損傷も加わり,重篤な肺疾患として完成すると考えられる。われわれは1978 年以来その根

本治療であるサーファクタント補充療法を行い確実左臨床効果を得てきたが,補充時間に

よりサーファクタントの効果,反応が異なると思われるため,ファクタント補充時間の差に

よる急性効果を比較検討した。 


